
2広報ふくろい 2011　平成23年10月1日

■
袋
井
市
総
合
防
災
訓
練

　

８
月
27
日
の
袋
井
市
総
合
防
災
訓
練

は
、
午
後
６
時
に
、
駿
河
湾
か
ら
遠
州

灘
を
震
源
域
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
．０
の
大
規
模
地
震
が
突
然
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
た
夜
間
訓
練
と
し
て
実

施
。

　

市
災
害
対
策
本
部
で
は
、
地
震
に
よ

り
電
源
が
途
絶
え
た
こ
と
を
想
定
し
た

夜
間
の
突
発
地
震
発
生
時
の
災
害
対
応

訓
練
、
市
内
65
か
所
の
市
指
定
避
難
地

（
避
難
所
）を
実
際
に
避
難
者
に
開
放
す

る
訓
練
、
発
災
直
後
の
地
震
災
害
応
急

対
策
の
検
証
と
い
っ
た
実
践
的
な
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
の
各
支
部
で

は
、
避
難
状
況
・
被
害
状
況
を
報
告
す

る
情
報
伝
達
訓
練
や
津
波
避
難
訓
練
な

ど
、
自
主
防
災
隊
が
中
心
と
な
り
、
地

域
の
実
情
や
課
題
に
応
じ
た
独
自
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地
震
対
策
④

総
合
防
災
訓
練
、
２
つ
の
被
害
軽
減
対
策
検
討
会
の
実
施

よ
り
具
体
的
な
地
震
対
策
の
取
り
組
み
へ

８
月
27
日
、夜
間
に
大
規
模
地
震
が
突
然
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
袋
井
市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
対
策
地
域
意
見
交
換
会
で
不
安
要
素
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、津
波
や
液
状
化
被
害
に
対
す
る
検
討
会
も
設
置
さ
れ
、協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
不
安
や
課
題
の
集
約
」か
ら「
具
体
的
・
実
践
的
な
対
応
」へ
。次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
み
だ
し
た
地
震
対
策
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問
防
災
課
防
災
係　

☎
４
4

−

３
１
０
８　

市
民
協
働
課
協
働
推
進
室　

☎
４
４

−

３
１
５
８

■
合
同
津
波
避
難
訓
練

　

９
月
８
日
に
は
、
浅
羽
南
小
学
校
・

浅
羽
南
幼
稚
園
・
あ
さ
ば
保
育
園
が
合

同
で
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
。

　

日
中
に
大
規
模
地
震
が
発
生
、
津
波

襲
来
の
危
険
が
あ
る
と
い
う
設
定
で

行
わ
れ
、
訓
練
に
は
６
３
８
人
が
参
加

し
、
浅
羽
南
小
学
校
北
校
舎
３
階
へ
避

難
す
る
経
路
や
避
難
動
作
の
検
証
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

■
津
波
・
液
状
化

被
害
軽
減
対
策
検
討
会
の
実
施

　

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
津
波
・
液
状
化
に
よ
る
被
害

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
市
で
は「
津
波
被

害
軽
減
対
策
検
討
会
」と「
液
状
化
被
害

軽
減
対
策
検
討
会
」を
設
置
し
、協
議
を

進
め
て
い
ま
す(

詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い)

。

上山梨地区
災害対策本部上山梨支部の開設や救護所への搬送訓練を実施

川井・袋井西地区
市指定避難所への避難者誘導訓練などを実施

総合防災訓練を終えて～参加者からのコメント～
◇停電を想定した訓練を行ったが、現在配備されてい
る発電機・投光器だけでは、支部や救護所の運営は
難しいと感じた(上山梨地区)。

◇情報収集や避難所の運営を円滑に行うため、自主連
合防災隊の体制整備や発災時の動きについて、平時
に話し合っておく必要を感じた(駅前地区)。

◇津波が川をさかのぼってきた場合を想定した避難所
の再検討が必要(浅羽東地区)。
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袋井市液状化被害軽減対策検討会
目的　袋井市は、県第3次地震被害想定によると、市域の
62.6%で液状化の危険があるとされていますが、現在示
されている液状化危険度は、漠然としたものであり、理解
しにくい状況となっています(参考：図2「現在の推定液状
化危険度図」)。

　　本検討会では「液状化ゾーニングマップ」を作成し、市民
の皆さんに対して液状化の危険性をわかりやすく説明す
るなど情報提供を行うとともに、住宅・上下水道・道路など
の社会基盤施設整備の対策について検討を行います。

検討会組織　学識経験者、県と市の関係者で構成し、専門的
な意見を聴取し、液状化被害の軽減対策について検討を行
います。

スケジュール　8月23日に第1回検討会を開催。今後は「液
状化ゾーニングマップ」の作成(～平成24年3月)、国による
「液状化対策技術検討会議」での対策工法などの調査研究
結果を踏まえた社会基盤施設ごとの対策検討(平成24年3
月～)を進めていきます。

(図2) 現在の推定液状化危険度図

(図1) 海抜5m境界図

↑海抜5m以上

↓海抜5m未満

浅羽東地区
大津波警報発令に伴う夜間津波避難訓練を実施

浅羽南小学校・浅羽南幼稚園・あさば保育園
合同津波避難訓練を実施

袋井市津波被害軽減対策検討会
目的　袋井市は、県第3次地震被害想定によると、津波被害は
ほとんど想定されていません(湊地区太田川河口付近の一
部を除く)。しかし、東日本大震災での大津波発生状況や、東
海・東南海・南海3連動地震の発生が危ぐされる中で、津波
被害の軽減を図る必要があります。

　　本検討会では、避難場所の指定、避難勧告や指示の発令
基準と伝達方法などを定める「袋井市津波避難計画書」の
策定について検討を行います。(参考：図1「海抜5m境界図」)

検討会組織　学識経験者、地域代表者、県と市の関係者で構
成し、専門的な意見を聴取し、地域住民の意見を計画へ幅
広く反映していきます。

スケジュール　第1回検討会(5月2日開催)では、津波対策関
連施設の整備状況や防災計画の内容確認などを実施。第
2回検討会(7月25日開催)では、「袋井市津波避難計画書
(案)」などについて協議を行い、避難対象地域を「海抜5ｍ
以下の地域」と決定するなど、今後の対策について検討を
行いました。今後も、さらに避難計画の内容検討を進め、防
災会議で協議を行っていきます。


